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O．896        0．104
0．235       0．765
0．163       0．837
0．788       0．212
ときのAICは








               P（石）×P（ム1ム）XP（ム1ム，ム）
のAICは，
             λ∫C（石）十λ∫C（ム1石）十λ∫C（ム1ム，ム）
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のデータの場合，モデル




















＼℃   ○  ＼マ
○／ρ＿  ＿○／○＿＼○     ＼φ
①／○＿  ＿①／○＿＼で      ＼℃
図6．「ムが石の原因で石が
   石の原因」のデータの解
   析．
図7．「ムがムの原因で石が  図8．「ムが石の原因で石が
  石の原因」のデータの解     石の原因」のデータの解
  析（続き）．       析（続き）．
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表5．日本経済新聞社が行なった調査．
変数          内容
∫1        服を買った／買わない
∫2 服を買う事を計画している／買うつもり／予定なし








＼モデル  パラメータ数 λ∫0
p旦（・1∫・）   3
p1（・1∫3）   5
pl（・1∫・，J・）  15
片（・1∫1）   4
片（・1∫。）   10
局（・1∫・，∫・）  20
片（・1∫1）   8
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 、       ／empe「a亡u「e
             ○       へ        、＼リ、ノ） 舳青二、＼
                   、   、          口Wa亡taqe
     damper
“一一 ?浮?P
＿＿＿＿、＿＿⇒




変数番号   略称       内容
 1   W舳age  キルン駆動所要動力
 2   Press11re   クーラ下室圧力
 3   Temperatllre  窯尻ガス温度
 4     R    キルン回転速度
 5    Fue1    燃料供給率
 6     CR   クーラグレート速度
 7   Dam1）er   窯尻ダンパ開度
を用いる．このモデルをベクトルの成分ごとに分割すると
              Mj 々          5（3．1）      伽＝ΣΣα力洲（圭一m〕十Σろ吻   （ノ＝1，2，．．．，后）
              m，1ゴ＝1         ｛＝1
となる．ノごとに次数Mが異なる値をとれるように拡張してある．ノごとに最小AIC法を行
なって仏を決め，后個のAICの和を全体のAICとして計算して
                  ノ1∫（：＝15078．4
を得た．モデル（3．1）に
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15362．3 X 15101．7 15074．515072．915103．915074．7
15096．716084．2 X 15079．O15127．4 15083．615198．7
15079．415086．615110．1 X 15072．315075．615084．1
15147．15085．815198．9 15085．6X 15075．1 15083．2




X ◎ ◎ ○ ○ ○
◎ X ◎ ◎
◎ ◎ X ◎ ○ ◎
○ ◎ X ○
◎ ○ ◎ ○ × ○
◎ ◎ ◎ X






                 M               κ士＝Σλ（m）κ古一m＋Lε壬




            P（！）＝B（！）朋＊（！） （Oく！くO．5）
がただちに計算できる．ここで“＊’’は共約転置を意味し，∫は単位行列，



































o．o O．05    0，10    0，15    0．20
  Fr6q
 Wa廿age























o．o O．05    0，10    0．15
  Fr6q






o．o O．05    0，10    0，15    0．20
  Freq
 PreSSure






























o．o 0，05    0，10    0，15    0，20          0．O
  Frθq
．05    0，10    0，15    0．20
  F帽q
セメント・ロータリー．キルン・データのパワースペクトル．
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